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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期
第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

第63期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 4,443 7,821 1,636 2,586 6,556

経常利益（百万円） 169 1,319 128 476 459

四半期（当期）純利益（百万円） 77 765 68 305 256

純資産額（百万円） － － 6,785 7,553 6,966

総資産額（百万円） － － 11,446 12,525 11,540

１株当たり純資産額（円） － － 575.77 646.59 591.11

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
6.57 65.20 5.80 26.14 21.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 59.3 60.3 60.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
301 1,344 － － 586

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△164 △104 － － △190

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△150 △578 － － △402

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 4,685 5,347 4,687

従業員数（人） － － 455 459 449

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 459 (53)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当

第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人）     346    (43)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含む。）は、当

第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績　

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

静岡事業所（百万円） 463 －

岐阜事業所（百万円） 923 －

山形事業所（百万円）　 908 －

IPEC岐阜事業所（百万円） 246 －

報告セグメント計（百万円） 2,541 －

その他（百万円） － －

合計（百万円） 2,541 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

（2）受注状況　

　当第３四半期連結会計期間における受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

静岡事業所 409 － 150 －

岐阜事業所　 898　 －　 228　 －　

山形事業所　 842　 －　 206　 －　

IPEC岐阜事業所　 265　 －　 88　 －　

報告セグメント計 2,416　 －　 674　 －　

その他　 111　 －　     －　 －　

合計 2,528 － 674 －

　（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

　

(3）販売実績

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

静岡事業所（百万円） 473 －

岐阜事業所（百万円） 890 －

山形事業所（百万円）　 859 －

IPEC岐阜事業所（百万円）　 251 －

　報告セグメント計（百万円） 2,475 －

その他（百万円） 111 －

合計（百万円） 2,586 －

　 （注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項または重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、企業収益の改善か

ら設備投資が持ち直し傾向で推移したものの、円高の定着や輸出、生産の増加ペースの鈍化により、足踏み傾向と

なっております。

　こうした中で、当社グループの主な市場である工作機械や産業機械・建設機械業界においては、輸出に支えられた

受注環境は前半の上向き傾向から横ばい気味の状況にあります。また、半導体製造装置関連市場及び液晶製造装置

関連市場においても、前半での急激な需要増から後半は需要に緩みがでて、横ばい気味の状況にあります。

　このような環境の下、当社グループは「いかなる大量注文・少量注文にも対応し、納期遅れを出さず、低コストで

お客様の期待に応える、変化対応力」をもって臨み、引合い・受注とも予想を僅かではありますが上回ることがで

きました。　

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は、前年同期比９億50百万円増加（58.0％増）の25億86百万円とな

り、営業利益は４億31百万円（前年同期比620.2％増）となり、経常利益は４億76百万円（前年同期比270.7％増）、

四半期純利益は３億５百万円（前年同期比347.0％増）となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

当社は製品構成から以下４事業所を報告セグメントとしております。

（静岡事業所）

　半導体及び液晶製造装置関連市場向けのクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、第１四半期連結会計

期間後半以降、海外向け半導体関連メーカーからの引合いが殺到し、総力をあげて対応しましたが、当第３四半期に

入ると受注が伸び悩んでおります。その結果、第３四半期での売上高は４億73百万円となりました。

（岐阜事業所）

　一般産業の油空圧配管用の継手、バルブ等を生産しておりますが、重点市場である建設機械・工作機械市場向けの

需要は海外を中心として強含みに推移する中、受注は回復気味に推移してまいりました。その結果、第３四半期での

売上高は８億90百万円となりました。

（山形事業所）

　半導体及び液晶製造装置関連、さらに分析・各種計装及び食品・パワープラント市場に向けての継手、バルブ等を

生産しており、前半から好調な受注を維持しておりましたが、後半になりやや横ばい傾向となりました。その結果、

第３四半期での売上高は８億59百万円をとなりました。

（IPEC岐阜事業所）

　流体別・用途別に最適な配管システムを提供することを目的にロング継手、カセット生産、配管設計・施工を行っ

ており、第３四半期での売上高は２億51百万円となりました。 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローで３億59百万円

のプラス、投資活動によるキャッシュ・フローで57百万円のマイナス、財務活動によるキャッシュ・フローで71百

万円のマイナスとなりました。この結果、現金及び現金同等物は第２四半期連結会計期間末より２億38百万円増加

して53億47百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が４億75

百万円でありましたが、減価償却費の計上70百万円、未払金の増加13百万円等による収入が、売上債権の増加17百万

円、たな卸資産の増加81百万円、賞与引当金の減少80百万円、及び法人税等の支払による67百万円等による支出を上

回り、３億59百万円のプラスになりました。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果の純減少資金は57百万円でありました。この減少の主な要因

は、有形固定資産の取得による支出17百万円、生命保険積立金による支出38百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果の純減少資金は71百万円でありました。この減少の主な要因

は、社債の償還及び長期借入金の返済による支出１億２百万円、短期借入金による収入32百万円であります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、56百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備の内容
投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完了予定
年月 完成後

の増加
能力

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

山形イハラ

株式会社

山形事業所　

山形県

東根市
山形事業所 生産設備 500 －

主として

借入金

平成23年

３月

平成23年

９月

10％増

加

　（注）　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 56,000,000

計 56,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 14,000,000 　　同左

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株　

計 14,000,000 　　同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

　  該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日 
－ 14,000 － 1,564 － 618

 

（６）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、フィデリティ投信株式会社から平成22年12月22日付の大量保有報告書の写しの
送付があり、平成22年12月15日現在で724千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容
が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。
なお、フィデリティ投信株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。
大量保有者　　　　　　　　　　　　　　　　　フィデリティ投信株式会社
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都港区虎ノ門４－３－1
保有株券等の数　　　　　　　　　　　　　　　株式　724,000株
株券等保有割合　　　　　　　　　　　　　　　5.17％
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式  2,315,000

　　　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式 11,626,000

　　　
11,626 －

単元未満株式 普通株式     59,000 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 14,000,000 － －

総株主の議決権 － 11,626 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が４千株含まれております。な

お、同機構名義の株式に係る議決権の数４個は「議決権の数（個）」の欄に含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対す所有株式
数の割合

（％）

イハラサイエンス㈱
東京都品川区大井４丁

目13-17
2,315,000    － 2,315,000 16.61

計 － 2,315,000    － 2,315,000 16.61

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 551 631 640 683 683 660 591 591 600

最低（円） 466 511 570 586 602 580 570 577 561

　（注）　 最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであ

　　　　 　り、それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。 
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３【役員の状況】

　　　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役常務執行役員

ＣＰ事業部長兼

山形事業所長

（山形イハラ㈱

代表取締役社

長）

取締役執行役員

ＣＰ事業部長兼

山形事業所長

（山形イハラ㈱

代表取締役社

長）

長岡　敏 平成22年11月１日

取締役 開発統轄室長 取締役 － 伊藤喜夫 平成22年11月１日

取締役常務執行役員

ＣＰ事業部長兼

経営統轄室長

（山形イハラ㈱

代表取締役社

長）

取締役常務執行役員

ＣＰ事業部長兼

山形事業所長

（山形イハラ㈱

代表取締役社

長）

長岡　敏 平成23年１月12日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について東陽監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,347 4,687

受取手形及び売掛金 ※2
 2,234 1,761

商品及び製品 300 280

仕掛品 482 446

原材料及び貯蔵品 683 626

繰延税金資産 194 160

未収還付法人税等 － 158

その他 154 208

流動資産合計 9,397 8,331

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,076 1,111

機械装置及び運搬具（純額） 597 693

土地 526 521

建設仮勘定 34 16

その他（純額） 21 28

有形固定資産合計 ※1
 2,255

※1
 2,372

無形固定資産 80 86

投資その他の資産

投資有価証券 53 62

長期貸付金 2 0

生命保険積立金 55 19

繰延税金資産 615 592

その他 65 74

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 791 749

固定資産合計 3,127 3,208

資産合計 12,525 11,540
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 458 390

1年内償還予定の社債 600 650

短期借入金 59 28

未払金 175 248

未払法人税等 512 2

賞与引当金 131 －

その他 162 35

流動負債合計 2,099 1,356

固定負債

社債 900 1,275

長期借入金 75 83

退職給付引当金 1,563 1,566

役員退職慰労引当金 154 167

資産除去債務 52 －

その他 125 125

固定負債合計 2,872 3,218

負債合計 4,972 4,574

純資産の部

株主資本

資本金 1,564 1,564

資本剰余金 618 618

利益剰余金 7,109 6,461

自己株式 △1,742 △1,682

株主資本合計 7,549 6,961

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3 5

為替換算調整勘定 － △0

評価・換算差額等合計 3 4

純資産合計 7,553 6,966

負債純資産合計 12,525 11,540
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 4,443 7,821

売上原価 3,443 5,307

売上総利益 999 2,513

販売費及び一般管理費 ※
 1,025

※
 1,225

営業利益又は営業損失（△） △25 1,288

営業外収益

受取利息及び配当金 1 1

仕入割引 2 4

助成金収入 229 6

保険解約返戻金 － 75

その他 22 13

営業外収益合計 256 101

営業外費用

支払利息 20 17

社債発行費 5 －

為替差損 22 27

売上債権売却損 4 11

売上割引 0 0

その他 8 13

営業外費用合計 61 69

経常利益 169 1,319

特別利益

貸倒引当金戻入額 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失

投資有価証券評価損 12 6

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40

会員権評価損 1 －

その他 － 0

特別損失合計 13 47

税金等調整前四半期純利益 161 1,272

法人税、住民税及び事業税 62 561

法人税等調整額 21 △55

法人税等合計 83 506

少数株主損益調整前四半期純利益 － 765

四半期純利益 77 765
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 1,636 2,586

売上原価 1,237 1,760

売上総利益 399 826

販売費及び一般管理費 ※
 339

※
 394

営業利益 59 431

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

仕入割引 1 0

助成金収入 67 △0

保険解約返戻金 － 53

その他 10 4

営業外収益合計 79 57

営業外費用

支払利息 7 5

為替差損 － 3

売上債権売却損 1 4

売上割引 0 0

その他 2 0

営業外費用合計 11 13

経常利益 128 476

特別損失

投資有価証券評価損 2 0

特別損失合計 2 0

税金等調整前四半期純利益 125 475

法人税、住民税及び事業税 7 167

法人税等調整額 49 3

法人税等合計 57 170

少数株主損益調整前四半期純利益 － 305

四半期純利益 68 305
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 161 1,272

減価償却費 254 213

退職給付引当金の増減額（△は減少） △25 △2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14 △13

賞与引当金の増減額（△は減少） 36 131

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △0

会員権評価損 1 －

受取利息及び受取配当金 △1 △1

支払利息 20 17

社債発行費 5 －

為替差損益（△は益） △6 2

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 40

有形及び無形固定資産処分損益（△は益） 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 106 △472

たな卸資産の増減額（△は増加） 218 △112

仕入債務の増減額（△は減少） 90 67

未払金の増減額（△は減少） △67 △73

その他 △67 205

小計 710 1,272

利息及び配当金の受取額 1 1

利息の支払額 △2 △16

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △408 86

営業活動によるキャッシュ・フロー 301 1,344

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △158 △67

無形固定資産の取得による支出 △1 △1

有形固定資産の売却による収入 0 －

投資有価証券の取得による支出 △3 △3

投資有価証券の売却による収入 － 3

保険積立金の積立による支出 △1 △39

保険積立金の解約による収入 － 3

その他 0 1

投資活動によるキャッシュ・フロー △164 △104

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 23 31

長期借入金の返済による支出 △9 △7

社債の発行による収入 494 －

社債の償還による支出 △425 △425

自己株式の取得による支出 △0 △60

配当金の支払額 △234 △117

財務活動によるキャッシュ・フロー △150 △578

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8 659

現金及び現金同等物の期首残高 4,694 4,687

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,685

※
 5,347
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．連結の範囲に関する事

項の変更

（1）連結の範囲の変更

　連結子会社であったイハラシステムエンジニアリング株式会社は、第１四半期期首

での当社による吸収合併により、連結子会社ではなくなりました。

（2）変更後の連結子会社の数

　２社

２．持分法の適用に関する

事項の変更

　 持分法適用非連結子会社

（1）持分法適用非連結子会社の変更　

 持分法適用非連結子会社であった伊原科技股?有限公司は平成22年７月13日に解散

しております。

（2）変更後の持分法適用非連結子会社数　

　０社　

３．会計処理基準に関する

事項の変更

（1）資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益及び経常利益は６百万円、税金等調整前四半期純利益は、　　46

百万円それぞれ減少しております。

（2）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21

号　平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用しておりま

す。　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

 
 
 

当第３四半期連結累計期間 
（自　平成22年４月１日 
 至　平成22年12月31日）

１ 棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略

し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。　

２ 固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,771百万円で　

　　あります。

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ　

　　いては、手形交換日をもって決済処理をしておりま

　　す。なお、当四半期連結会計期間末日満期手形が四

　　半期連結会計期間末残高に含まれております。 

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、5,575百万円で

  　あります。

　２　　　　　　　　　─────

受取手形 54百万円  

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 71百万円

役員報酬 120 

給料手当 265 

賞与引当金繰入額 54 

退職給付費用 18 

役員退職慰労引当金繰入額

 

18 

研究開発費 84 

減価償却費 19 

荷造運賃 133百万円

役員報酬 117 

給料手当 261 

賞与引当金繰入額 96 

退職給付費用 22 

役員退職慰労引当金繰入額

 

16 

研究開発費 170 

減価償却費 19 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 27百万円

役員報酬 40 

給料手当 87 

賞与引当金繰入額 14 

退職給付費用 5 

役員退職慰労引当金繰入額

 

5 

研究開発費 24 

減価償却費 6 

荷造運賃 45百万円

役員報酬 31 

給料手当 84 

賞与引当金繰入額 31 

退職給付費用 7 

役員退職慰労引当金繰入額

 

5 

研究開発費 56 

減価償却費 5 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）

（百万円）

（平成22年12月31日現在）

（百万円）

現金及び預金勘定 4,685

現金及び現金同等物 4,685

 

現金及び預金勘定 5,347

現金及び現金同等物 5,347

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12

月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 14,000千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  2,318千株

３．配当に関する事項

 配当金支払額

　

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年５月12日

取締役会
普通株式 117 10 平成22年３月31日 平成22年６月22日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　当社及び連結子会社の事業は、配管用資材（継手・バルブ）の製造・販売並びにこれらの付随業務の単一事

業であり、開示対象となるセグメントがないため、事業の種類別セグメント情報の記載は省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。　

　当社は、生産拠点ごとの事業所制を採用しており、各事業所は取り扱う製品について国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。　

　したがって、当社は事業所を基礎とした製品のセグメントから構成されており、「静岡事業所」、「岐阜事

業所」、「山形事業所」、「ＩＰＥＣ岐阜事業所」の４つの報告セグメントとしております。　

　「静岡事業所」は、半導体及び液晶製造装置関連のクリーンなバルブ、配管ユニット等を生産しており、

「岐阜事業所」は、油圧関連設備の継手、バルブ等を生産しており、「山形事業所」は、半導体及び液晶製造

装置関連の継手、バルブ等を生産しており、「ＩＰＥＣ岐阜事業所」は、油圧関連装置のロング継手等の生産

及び配管工事を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）　

（単位：百万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
静岡事業所 岐阜事業所

山形事業所
　

IPEC岐阜事
業所

計

売上高 1,601 2,4332,644　 783 7,463　 357 7,821

セグメント利益 348 877 774　 119 2,119 46 2,166

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）　

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
（注）

合計
静岡事業所 岐阜事業所

山形事業所
　

IPEC岐阜事
業所

計

売上高 473 890 859　 251 2,475　 111 2,586

セグメント利益 81 328 250　 37 698 17 715

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない販売子会社における商品売上等であります。
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：百万円） 　

利益 金額

報告セグメント計 2,119

「その他」の区分の利益 46　

セグメント間取引消去 213

全社費用（注） △1,054

棚卸資産の調整額 △37

四半期連結損益計算書の営業利益 1,288

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　 （単位：百万円） 　

利益 金額

報告セグメント計 698

「その他」の区分の利益 17　

セグメント間取引消去 54

全社費用（注） △335

棚卸資産の調整額 △3

四半期連結損益計算書の営業利益 431

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等であります。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。　
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（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　金融商品で企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著しい

変動が認められるものはありませんので、記載を省略しております。　

　

（有価証券関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　 時価のある有価証券で、事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはありませんので、記載を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

 当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

 該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

 資産除去債務が、企業集団の事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日と比べて

 て著しい変動が認められるものはありませんので、記載を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 646.59円 １株当たり純資産額 591.11円

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 6.57円 １株当たり四半期純利益金額 65.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 77 765

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 77 765

期中平均株式数（千株） 11,785 11,744

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 5.80円 １株当たり四半期純利益金額 26.14円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（百万円） 68 305

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 68 305

期中平均株式数（千株） 11,785 11,683
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められませんので、記載を省略しております。

 

２【その他】

訴訟

　当社は、三島市の推薦する「工場用地」を買い受けることになり、不動産仲介業者に依頼して平成19年３月19日か

ら４月25日までの間に地権者９名と売買契約を締結しましたが、「工場用地不適格地」であることが判明したた

め、手付金解除等により売買契約の失効を理由に、履行を拒否したところ、平成20年７月12日に地権者から売買残代

金５億38百万円および不動産仲介業者から仲介手数料10百万円の合計金額５億48百万円を、静岡地方裁判所沼津支

部に提訴され、平成20年10月17日第一回口頭弁論が開かれ、その後９回の口頭弁論が開かれたあと、平成22年１月15

日及び２月26日の２回に亘り証人調べが行われ、その後数回に亘り弁論などが開かれ、原告からは予備的主張もな

された結果、平成22年９月28日に弁論終結となり、判決言渡しを平成22年11月28日に迎え、「１．原告らの請求はい

ずれも棄却する。２．訴訟費用は原告らの負担とする。」との判決文主文が得られました。しかし、原告らの一部地

権者６名から控訴があり、平成23年２月以降に東京高等裁判所第五民事部にて第一回口頭弁論が開かれる予定で

す。なお、原告ら６名からの請求金額は78百万円に減額されています。

　当社としては、控訴人から控訴理由書を受け取った後、「原審判決の判断が正当なものである」ことを基本とし、

より慎重に訴訟活動をいたします。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月５日

イハラサイエンス株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　伸行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　光一郎　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイハラサイエンス株

式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イハラサイエンス株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月８日

イハラサイエンス株式会社

取締役会　御中
 

東　陽　監　査　法　人　　

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　伸行　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　光一郎　印

　

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　裕子　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイハラサイエンス株

式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から

平成22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イハラサイエンス株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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